
(2)歯学教育FDハ T活用研究委員会

歯学教育FD/1T活用研究委員会は、21年 8月 、 9月 、 11月 、 12月 の4回開催し

た。委員会では、歯科医療教育のグローパルスタンダードに備えるため、アメリカおよ

びヨーロッパの歯科教育学会が提示 している「 CoEpetencies of le■ Cenёral Dentist」 、

「Profile and Conpetences for the European dentist」 を踏まえて、あるべき能力を

整理することにした。

将来の日本の歯科医師像を考えると、今後の社会の要求にこたえられる歯科医師像を

明確に描き、その歯科医師が兼ね備えておくべき能力を明らかにし、教育 していく必要

がある。グローパルな歯科疾患構造の変化、医療保険制度をはじめとする社会構造の変

化、健康志向へのライフスタイルの変化、情報化社会の進展等々の変化に対応した新た

な歯科医師が必要とされる。さらに、S,ine lnfluenzaの ように疾患が国境を超える時

代を迎え、患者や医師が国境を超える時代を迎えていることを考慮したグローバルな歯

科医師像にも配慮する必要がある。

そこで、グローバルスタングードなコンピテンシーについて、現在の歯科医療教育で

カバーできているかどうかをヨーロッパを基準の日本およびアメリカのコア・カリキュ

ラムとの比較・検討を行い、日本における歯科医療教育のコンピテンシーを研究 した。

日・米・欧の歯科教育制度、社会的ニーズなどが異なることが明確となり、専門領城

まで詳細に検討することは困難であるため、卒業時の到達レベルをどの程度にするか、

学生のコンピテンシー達成を如何に評価するか等の問題が提起され、各大学が実行でき

る範囲内に抑えるのが適当と考えた。そこで、アメリカおよびヨーロッパの歯科教育学

会が提示している「 コンピテンシー」と日本との比較を「 コアカリキュラム・ 臨床実習

内容・国試出題基準・教授要綱」に当てはめて検討することにした。22年度に完成さ

せるべく、検討を進めている。なお、中間報告は、委員会のlebサイトに掲載する。



(26)歯学教育における情報教育

歯学教育FD/1T活用研究委員会は、学士力考察をとりまとめの後、21年 12月 、22
年 2月 に2回開催した。検討では、歯科医療情報の信頼性の識別、情報の■窃への内的

規制、診療ガイ ドライン等の検索による批判的吟味、電子カルテの取り扱い、患者個人

情報の重要性と管理実践などをとりあげた。

【到達目標】
情報通信技術を用いて、歯科医療に必要な情報を適正・適切に収集。整理できる。

【到違魔】
① 歯科医療に関する情報の所在 。構成 。背景を説明できる。
② 医療情報や健康情報の信頼性を■3けできる。
① 情報の瓢窃等に関する倫理を身に付けている。
④ 情報検彙とソフトウエア (ヮ ープロ、表計算、プレゼンテーション)等の基本的な情報処理が
できる。
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